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　施設だより� 放射光科学研究施設長　若槻壮市　

PF 共同利用実験再開
　東日本大震災後の復旧作業，6 月から 7 月にかけてのテ
ストビームタイム，夏季シャットダウン中の補修作業を経
て，10 月から共同利用実験を再開いたしました。これま
で多くの方々，大学，放射光施設からご支援とご指導をい
ただきここまで到達することができました，この場を借り
て謹んで御礼申し上げます。

高エネ研一般公開
　9 月 4 日（日）に恒例の高エネ機構一般公開を行い，
約 3500 人の方々にお越しいただきました。放射光 PF 2.5 
GeV リングと実験フロア，PF-AR 北西棟で企画展示，研
究本館で ERL 計画についての展示を行いました。PF での
パンフレットの配布は 1360 枚以上で，一家族で一枚しか
受け取らないご家族も多くいましたので，半分近くの方が
放射光を見学いただいことになると思います。また，放射
光関係の講演として
・  招待講演：「はやぶさが持ち帰った砂からわかる小惑星

の歴史」中村智樹（東北大学）
・  ミニ講演：「放射光Ｘ線を用いて環境浄化植物の謎に迫

る」保倉明子（東京電機大）
・ ミニ講演：「放射線と生命」 宇佐美徳子（PF）
が行われ，非常に多くの方に聴講いただきました。ご協力
いただきました先生方に感謝致します。

サマーチャレンジ物質生命コース
　高エネ機構では主に大学 3 年生を対象に毎年サマーチャ
レンジを開催しています。今年は，8 月 19 日から 27 日ま
で行われ，全体で 87 名，物質生命コースで 28 名の学生が
受講しました。世界第一級の研究者による講演，研究最前
線で活躍する大学，研究所の研究者によるスクール構成，
演習プログラム，若手ティーチングアシスタントによる綿
密な指導，将来のキャリアについてのパネル討論など多彩
なプログラムの後，最終日には演習の成果を披露する研究
発表会が行われました。また，今年の新しい試みとして夏
のコースに参加した人たちを対象に 11 月 26 日（土）・27（日）
に放射光を使った実習が行われます。ご協力いただきまし
た先生方，ティーチングアシスタントの方々にこの場を借
りてお礼申し上げます。サマーチャレンジは修了生が翌年
以降も高エネ機構での卒業論文発表会を行うなど，次世代
若手研究者養成システムとして定着しつつあり，来年度以
降も開催していく予定ですのでよろしくお願い致します。

第 6 回 PF-SAC
　10 月 6-7 日に第 6 回 PF-SAC を開催しました。今回の
ミーティングから物構研全体の諮問委員会の命名法にな
らって PF-ISAC（international SAC）から PF-SAC と改称

しました。会議開催趣旨，方法等は変わりませんが，委
員長が永らくお務めいただいた Keith O. Hodgson 教授から
同じく SSRL の Ingolf Lindau 教授に交替になり，新たに上
海放射光ディレクター Zhentang Zhao 博士，トリエステ大
学と Elettra の FERMI ディレクターの Fulvio Parmigiani 教
授に加わっていただきました。ビームライン統廃合計画，
cERL 開発状況，5 GeV から 3 GeV への ERL エネルギー
の変更，ここ 1 年半の人事，BL-16A 進捗状況と成果，新
BL-15A 計画などについてアドヴァイスをいただきました。
詳細は 14 ページをご覧ください。中でも 3 GeV ERL につ
いては，別途 Parmigiani 教授から私信をいただき，「I have 
looked at to some details of the photon beam parameters of this 
source (ERL/XFEL-O) and many aspects are quite intriguing. 
With this machine you may face a very important occasion 
for making a unique science case.  If my thoughts are correct, 
this machine will make the most advanced spectroscopies 
known nowadays in the energy (frequency) and time domains 
available.」，特に硬Ｘ線，軟Ｘ線領域での時分割 ARPES, 
時分割 EXAFS, 時分割共鳴非弾性散乱についてサイエンス
ケースを積み上げていくことが肝要というアドヴァイスを
いただきました。

ERL 計画と量子ビーム科学センター構想
　10 月 16~21 日に ERL の加速器開発を議論する国際会
議第 4 回 ERL2011 が高エネ機構で開催されました（11
～ 13，30~35 ページの紹介記事参照）。これは将来加速
器 国 際 委 員 会（ICFA：International Committee for Future 
Accelerators) のもとで隔年ごとに開催される国際ワークシ
ョップで，今回は KEK と日本原子力研究開発機構（JAEA）
の共催により開催されました。プレナリ―講演とともに，
電子銃，ビームダイナミクス，超伝導加速空洞，ビームコ
ントロール，ビーム損失の 5 つのワーキンググループに分
かれて ERL 加速器技術の検討が行われました。ERL 利用
実験については PF の足立伸一教授が ERL を使った高時間
分解研究について，コーネル大学の G. Hoffstaetter 教授が
6 月にコーネル大学で行われた XDL11 ワークショップに
ついて紹介されました。
　ERL 建設に向けては新しい形の大学共同利用の提案を
検討していますが，その根幹として各大学で量子ビーム科
学センターまたは加速器科学研究センターを設立していた
だき，大学共同ネットワークとしての ERL 建設構想を提
案しております。大学連携の一環として，8 月 12，13 日
に北海道大学との連携シンポジウムを開催しました。この
場では，PF や J-PARC を利用して既に開始されている研
究の進捗状況や新たな研究提案やこれまでの研究会の中で
提起された懸案に対して可能性を有する研究手法の紹介等
が行われました。秋からは北海道大学と KEK の教員が協
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力して量子ビーム利用に関する全学共通講義が行われてい
ます。また，PF 研究棟 2 階の大学連携室の中に，震災の
ために延期となっていた北海道大学の分室が 10 月に開室
され，実験装置も別室に設置されて職員一名が常駐する体
制がスタートしました。一方，10 月 1 日には筑波大学と
の連携研究会が開催され，筑波大学側と物構研側からの研
究提案をペアにした発表，議論が行われました。また，東
北大学では金属材料研究所の山田和芳先生や WPI（原子
分子材料科学高等研究機構）の小谷元子先生が中心になら
れ，12 月 20，21 日に東北大学片平キャンパスで物質科学，
生命科学を広く俯瞰する量子ビーム科学ワークショップが
開催されます。これらをきっかけに，多くの大学で同様の
量子ビーム科学センターが形成され，放射光，中性子，ミ
ュオン，低速陽電子の 4 つの量子ビームを有機的に使って
サイエンスを展開するネットワークが形成できるよう，よ
り積極的な活動を展開して行きたいと考えています。
　また，つくば地区では特区構想の検討が筑波大学を中心
に進められており，物質科学分野でつくばイノベーション
アリーナ（TIA）が結成され活動を始めています。更に，
生命系では浅島誠先生がリーダーシップを取られ，つくば
ライフサイエンス検討会が議論を進めていますが，10 月
からは高エネ機構も参加させていただいています。大学，
研究所だけでなくつくばに拠点を置く多くの企業が参加
し，省庁の壁を越えたつくばのライフサイエンス研究開発
ネットワークの形成を目指します。その中で PF の放射光
施設と ERL を核の一つとしていただけるよう積極的に働
きかけていきたいと考えています。
　12 月 6，7 日につくばエポカルで開催する物構研シンポ
ジウム，1 月７日鳥栖市で開かれる放射光学会年会・合同
シンポジウムの企画講演では昨年に引き続き ERL 計画に
ついての議論の場を設けます。さらに PF シンポの前日の
3 月 14 日に ERL シンポジウムを開催し，昨年ノーベル化
学賞を受賞された根岸英一先生に特別基調講演を賜る予定
ですので，ユーザーの方々の積極的な参加をお願い致しま
す。

国際協力
　10 月 24 ～ 28 日 に 予 定 さ れ て い た AOFSRR（Asia 
Oceania Forum for Synchrotron Radiation Research）はタイの
記録的な洪水のために延期になりました。ユーザーミー
ティングと併せてドイツ DESY から Helmut Dosch 教授や
Heinz Graafsma 博士らが参加予定でした。回復後なるべく
早い時期に開催されることを願っております。
　物構研ではスイスポールシェラー研究所 (PSI) と量子ビ
ーム科学横断的な連携を図るべくコラボレーションミーテ
ィングを 10 月 3 日に PSI で開催いたしました。特に放射
光関係では，構造生物学，構造物性の分野で Swiss Light 
Source との連携を核に進めていきます。また，11 月 12 日
から 16 日は物構研の主催で国内の放射光専門家の協力の
もとヨルダンの首都アンマンで放射光スクールを開催い
たします。それに合わせ SESAME ユーザーミーティング，

SAC・BAC（科学諮問・ビームライン諮問委員会）が開か
れ，電子リング，第一フェーズのビームライン計画の進捗
状況について議論いたします。その他，英国ダイアモンド
放射光・ラザフォード研究所，ドイツ DESY，中国 IHEP，
インド DAE 等と KEK の連携について 12 月から 2 月にか
けてワークショップや MOU 調印等を予定しています。

PDB（Protein Data Bank）40 周年記念ワークショップ
　1971 年の米国ロングアイランド Cold Spring Harbor の
ワークショップから始まった PDB（Protein Data Bank）は
約 70000 件のタンパク質構造情報を無料で提供する国際
的なデータバンクとして不動の地位をしめています。も
ともと米国で始まった PDB は 2003 年からは大阪大学蛋
白質研究所が PDBj として，また欧州の EBI（European 
Bioinformatics Institute）が PDBe として，ラトガース大学
の PDB とともに世界共通の組織 world wide PDB を設立
しました。また 2006 年からは NMR データベース BMRB 

（BioMagResBank）も加わっています。その PDB 活動を
開始して今年で 40 周年になるのを記念して 10 月 28 日か
ら 30 日までの 3 日間 40 年前と同じ Cold Spring Harbor で
記念シンポジウムが開催されました。発起人の一人パー
デュー大学 Michael Rossmann 教授を初めとしてこれまで
PDB に関係してきた著名な研究者を含めて 200 人以上の
参加がありました。大阪大学中村春木教授の働きかけで
日本からも多くの参加があり，非常にレベルの高いシン
ポジウムであったと思います。放射光と構造生物学の進
展について Coevolution of synchrotron radiation with protein 
crystallography というタイトルで講演をしました。これま
での進展だけでなく，将来の研究の進展方向として岩田想
京大教授，濡木理東大教授，高木淳一阪大教授らと提案し
ている構造生命科学，XFEL，ERL/XFEL-O について紹介
しました。特に構造生命科学については，Ｘ線結晶構造解
析，小角散乱，電顕トモグラフィー，分子イメージング，
NMR 等の数々の構造生物学手法をシームレスに接続する
相関構造生物学・統合生物学の提唱をしましたが，シン
ポジウム最後のまとめの部分で米国 PDB の責任者 Helen 
Berman ラトガース大学教授によって PDB の将来の方向性
でますます重要になるのが相関構造生物学であると紹介さ
れました。

素核研，マックスプランク研究所との検出器開発
　DEPFET（fully depleted FET） 検 出 器 開 発 は 素 核 研 で
進めている Super KEKB 計画の中で検出器を担当してい
る Belle II グループとの共同開発ですが，DEPFET の開発
はミュンヘンのマックスプランク研究所の Hans-Gunther 
Moser と Christian Kiesler 教授らが中心に進めているプロ
ジェクトで，ドイツのボン大学，ハイデルベルク大学を初
め，スペイン，チェコ，ポーランドの大学も参加する国際
的な研究ネットワークが確立されています。今回，科研費
基盤Ｓで素核研 Belle II グループの後田裕准教授，田中秀
治准教授，樋口岳雄助教らと PF の松垣直宏助教，清水伸
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隆特別准教授とで構造生物学研究のための検出器システム
を開発していますが，DEPFET については Moser 教授らと
の共同体制となっています。11 月 3，4 日に KEK チーム
でミュンヘンの MPI を訪問しましたが，ジーメンス社の
キャンパスの一等地に 800 平方メートルの半導体製造ラボ
を持ち 6 インチウェファーのプロセスにより DEPFET や
LCLS の XFEL 検出器としても使われている pnCCD 検出
器を開発しています。80 人規模ながら，Ｘ線天文学，素
粒子物理，物質・生命科学と極めて広い分野の最先端検出
器開発が進められているのが強く印象に残りました。私た
ちの目指しているのは高精細 DEPFET ピクセル検出器で
すが，ドイツのヨーロッパ XFEL 用には 200 ミクロン 100
万画素のヘキサゴナル格子型ピクセル検出器を計画してお
り，完成の暁には 1 秒 450 万フレームという欧州 XFEL の
600 マイクロ秒マクロバンチに合わせたものを開発してい
ます。11 月 20，21 日にはドイツ側からも多数参加する形
で PF-BL5A でテスト実験を行い，タンパク質結晶でどの
くらい高精細画像が取得できるか，放射光用にドイツ側で
開発しているシミュレーションの検証実験を行います。

鶴田博嗣博士（1962-2011）
　数年来闘病生活を続けてこられたスタンフォード放射
光 SSRL の鶴田博嗣博士が 8 月 25 日に 49 歳の若さで逝去
されました。ちょうどマドリッドで開催中の国際結晶学会
期間中でした。8 月 26 日の放射光コミッションのオープ
ンミーティングで雨宮慶幸先生からいただい鶴田さんと
Chistine Trame 夫人の写真を示し，集まった人々にお伝え
しました。鶴田博士は SSRL の小角散乱グループのリーダ
ーで BL IV-2 を世界的に有名な小角散乱ビームラインに育
て上げられました。実は，このビームラインの前身は私が
スタンフォード大学化学科博士課程在学時に作った比較的
単純なもので，卒業後鶴田さんが日本から着任された後，
見る見るうちに世界的なビームラインに改造されました。
それでも数年間は私の書いたコントロールプログラムが使
われていて，スタンフォードを訪問するたびに鶴田さんに，
なるべく早くプロフェッショナルなソフトに変えたほうが
よいですよと進言していたものでした。鶴田さんはスタン
フォード着任前は PF でもユーザーとして実験をされてお
られ，大阪大学若林克三先生，東京大学雨宮慶幸先生（当
時は PF）や関西医科大学の木原裕先生とも親交があった
とお聞きしています。平成 22 年 1 月第 23 回放射光学会年
会合同シンポで講演をされたので記憶されている方も多い
と思います。
　3 年ほど前にサンディエゴであったミーティングで，ま
だ極身近な人にしか言っていない状態だった時に，胃がん
が見つかったと鶴田さんから聞かされ大変驚きました。米
国では日本に比べて胃がん発病率が低いためスタンフォー
ド医学部病院ですら治療経験が少なく満足な治療が得られ
ないと仰っていました。その後，幾度の入退院を経，最後
の 1 年ほどは日本で米村豊医師による腹膜播種という特別
な治療を受けるため草津総合病院で 2 カ月に一度程度の治

療を繰り返し受けるために何度も来日しておられました。
その間，会うたびに感銘を受けたのは，自分で最先端の治
療法を調べ上げ，自分で専門医を探し出して治療をうける
中，いつも明るさをもって困難に立ち向かっていったこと
でした。今年 1 月には，治療来日中に放射光学会年会・合
同シンポにも参加され，懇親会にも最後まで参加されまし
た。放射光Ｘ線小角散乱研究についても常に気を馳せ，最
後までビームラインの論文について気にかけておられまし
た。奇しくもその論文が最近後任の Thomas Weiss 博士か
ら投稿されエディターとして編集させていただいておりま
す。鶴田さんの築かれた放射光Ｘ線小角散乱実験手法は他
の放射光施設でも常に参考にされ取り入れられており，彼
の業績を世界の研究者が享受しています。ご冥福をお祈り
します。
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概況
　2011 年 7 ～ 9 月の日程は以下の通りであった。
 7 月 7 日 PF，PF-AR，入射器運転停止，
   夏期保守に。
 9 月 13 日 入射器立上げ
 9 月 26 日 PF 入射開始
 （10 月 3 日 PF-AR 入射開始）

夏期保守
　7 月 7 日～ 9 月 12 日まで，予定通り順調に保守作業を
行った。主なものは以下の通りである。

［マイクロ波］大電力高周波電源の点検・清掃 60 台（PFN
リード半田付け劣化 17 か所発見／ 2400 か所），クライス
トロン交換 2 台（#23，#28），同集束電磁石電源絶縁抵抗
劣化改修 30 台（1 MΩ以下／ 540 台），RF 窓交換 2 か所（#36，
#52 ／ 60 か所），RF 電子銃設置のため #33 モジュレータ
小型化（改造）等。

［加速管］電界放出の大きい不良加速管の交換（#34-4，
#32-2），#32-4 加速管撤去と試験用 RF 電子銃の設置（図１），
#44B に C バンド高周波パルス増幅機器設置，A-2 セクタ
ー真空の復旧（#C4，#17，#18，#21，#22，#23 除き 35 台
中 29 台）。

［制御］制御卓更新（図 2）。計算機，ネットワークの保守，
RF 電子銃設置に伴うモニター，トリガー信号等の提供，
モニター保守，低速陽電子施設トリガー系更新。

［運転管理］カードリーダなど安全系の保守・点検，RF 電
子銃設置に伴う電子銃切り替えシステムの整備，入射器，
低速陽電子リニアック立上げに伴う点検。

3~5 セクターの入射器アライメント
　夏期保守期間中に，PF 入射運転を行っている 3 ～ 5 セ
クター加速ユニット架台の位置をレーザアライメントシス

図 1  （左）夏期保守後の入射器 3~5 セクター（右）3 セクター
上流への試験用 RF 電子銃の設置作業風景。

図 2  30 年ぶりに更新された入射器制御卓。複雑化した入射ビ
ームの制御への対応が容易になった。

図 3  （上）5 日間の外気温と上流のレーザ光源から 230 m 離れ
た最下流の光検出器におけるビームスポットの垂直位置
変動。これはレーザ光源に設置した電子水準器の計測値
から推定されるビームスポットの変動と概ね一致する。

（中）午前 10 時～午後 5 時における，セクター 3 中間点
（■），セクター４中間点（●），セクター 5 中間点（▲）
の光検出器によるビームスポットの水平位置変動。セクタ
ー 5 中間点の水平位置変動が他より大きく（約 0.45 mm）
計測された。（下）同じく垂直位置変動を示すグラフ。

　入射器の現状 加速器第五研究系主幹　榎本　收志

　現　　状
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テムにより計測した。産総研計測標準研究部門の協力によ
り，230 m にわたり直径 12 mm（最小点）~ 17 mm（両端）
の良質レーザビームが利用可能になった。架台両端の四分
割光検出器を用いた短時間位置計測の再現性は数十ミクロ
ン以内であった。長時間測定では外気温に同期したトンネ
ル床面の変動が初めて観測された（図 3）。トンネル床面
の挙動は PF 入射に大きな影響は与えていないが，より安
定な入射運転のため，その影響を調べる必要がある。また，
SuperKEKB 用低エミッタンスビームの生成と輸送のため
には，これを前提に，要求されるアライメント精度とビー
ム制御の方法に関して今後検討を進めることが重要な課題
となる。

ートバルブ付近が変色しており，さらにバルブの真空シー
ルに使用している O リング（材質：エチレンプロピレン
ゴム）の変質が判明した（図 3）。真空悪化の原因はこの
ゲートバルブによるものと特定されるが，震災により何ら
かの歪みが生じ，特に単バンチ運転では発熱しやすくなり，
その発熱によって O リングからガス放出が起こったと推
察される。PF リングでは，このタイプの RF シールド付
きゲートバルブは他に 2 台使用しているが，この停止期間
中に残り 2 台（B09-B10 間，VW#14 上流）の状態も調査
することにした。その結果，やはりバルブ付近で変色が起
こっていることから，これらのゲートバルブはすべてオー
ルメタルの RF シールドゲートバルブに交換する方針とし
た。しかしながら，新規ゲートバルブの製作まで時間を要
するので，状態の悪い B09-B10，B23-B24 間のゲートバル

秋の入射運転用ビーム調整と RF 電子銃の設置
　9 月 13 日，秋の入射器運転を開始した。RF 電子銃を設
置した #32 はコンディショニングがやや遅れたが，26 日
の PF 入射までに殆どの加速ユニットで所定の電力に達し
た。RF 電子銃の設置によりビーム輸送系のレイアウトに
若干変更があったが，ビーム調整は順調に行われ，PF，
PF-AR への入射は問題なく再開された。
　SuperKEKB 用に試験するために設置された RF 電子銃
は，毎週火曜日のビームスタディを利用してビーム試験を
行う。5 nC，20 µm 以下の低エミッタンス電子ビームの生
成と輸送を試験することになっており，結果が良好であれ
ば PF 入射にも使用する予定である。スタディ中はトップ
アップ入射はできないが，ビームダンプへの対応には努力
することになっているので，ご了解いただきたい。

図 1　B23-B24 間真空チャンバー内調査。

図 2  RF シールド付きゲートバルブ付近の真空チャンバー内部
の様子。

図 3  ゲートバルブ真空シール（O リング：エチレンプロピレ
ンゴム）の変質。

　光源の現状 　加速器第七研究系主幹　小林　幸則

夏の停止期間中の作業
　PF リング，PF-AR ともに 7 月 7 日 9:00 にビーム試験運
転を無事終了した。PF リングでは，運転停止後すぐに，6
月 30 日に発生した単バンチビームでの B23-B24 付近の真
空悪化の原因調査を行った（図 1）。真空チャンバー内の
目視観察によって，図 2 に示すように RF シールド付きゲ
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ブは外してダミー管と交換し，比較的状態の良い VW#14
上流のバルブに関してはしばらく使用を継続することとし
た。
　今年の夏の停止期間中は，電源・真空などの各種コン
ポーネントや施設関連の保守・点検作業に加え，PF リン
グでは電磁石の水平測量・垂直再測量およびアライメン
ト，PF-AR では水平測量・垂直再測量が追加で実施され
た。図 4 にリング垂直レベル測量の結果を，図 5 に水平測
量の結果（PF リングのみ）を示す。横軸は電磁石が設置
されているリング進行方向の位置であり，PF リングでは
北直線部の中心を起点に，PF-AR では南直線部の中心を
起点にしている。図 4 の垂直測量の結果は，変位を見やす
くするため前回，前々回に実施された測量結果との差を表

示している。図 5 の水平測量は，中心軌道からの変位を示
している。震災後の 4 月の測量結果から，PF リングでは
150 m∼200 m 付近すなわち入射点付近から北直線部にかけ
て，最大 0.5 mm ほど 2009 年 9 月に比べて沈んでいること
が判明した。5 月の試験運転の際には，アライメントはせ
ずにビームを回したが，夏の停止期間中に水平・垂直両方
向のアライメントを実施した。急激な変位がでないように，
なめらかにアライメントを行ない，図 4，5 に示すように
水平方向はリング一周で± 0.2 mm 以内に，垂直方向は ±
0.3 mm 以内に補正することができた。一方，PF-AR では，
4 月に実施した震災後の測量で，リングトンネルの接続部
8 カ所と北西棟付近において，0.5~0.7 mm 程度の変位が観
測された。ところが，7 月の再測量では，図 4 の黒丸実線
で示されているように，それらの変位がほとんど無くなる
という結果になった。これまで PF-AR での測量は，夏の
停止期間中にのみ実施されてきたため，接続部で観測され
た変位が震災の影響なのか季節変動なのか，現時点では区
別がついていない。この区別は来年以降に行う測量データ
を待たねばならないが，今夏は PF-AR のアライメントを
実施しないこととした。

リング立ち上げ・運転状況
　PF リングは 9 月 26 日 9:00 に立ち上げを行い，その後 1
週間で入射調整，真空焼きだし，光軸調整等を行ない，10
月 3 日 9:00 からユーザ運転を開始した。真空度の改善も
順調で，10 月 14 日時点で蓄積電流値 450 mA においてビ
ーム寿命約 18 時間となっている。10 月 2 日午後 2 時頃，
AR 南実験棟において高圧ケーブル焼損事故が発生し消防
車が来たことに伴い，入射器および PF リングの運転を一
旦停止した。

図 6  PF リング（上図）と PF-AR（下図）の蓄積電流値の推移。
MS はマシン調整，BD はビームダンプ，SD は寿命急落
である。

図 5  PF リングの水平測量の結果（横軸については Fig.4 の説
明を参照）。

図 4  PF リングと PF-AR の垂直レベル測量の結果（変位）。PF
リングでは 0 m 付近が BL-2，90 m 付近が BL-16，PF-AR
では 100 m 付近が NW14，200 m 付近が NE1 に相当する。
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人の動き
　高エネルギー加速器研究機構と東京大学物性研究所と人
事交流により，篠江憲治さんが 9 月 1 日付けで加速器第 7
研究系の技師に着任されました。篠江さんには，光源第 2
グループに所属して頂き，ERL 主加速器超伝導空洞開発
を中心に高周波加速空洞関連の仕事をして頂ける予定で
す。

　PF-AR は 10 月 3 日 9:00 から立ち上げを開始した。停止
期間中に真空作業が予定されていなかったため（実際には，
U-NW2 上流のゲートバルブを交換する作業を行ったため，
1 カ所であるが大気となった），リング調整期間を 3 日間
としていたが，この短い期間に入射調整，真空焼きだし，
光軸調整等を実施して，10 月 6 日 9:00 からユーザ運転を
開始した。両リングとも概ね順調にユーザ運転が再開され
た。図 6 に立ち上げ時からの蓄積電流値の経過を示す。

運転・共同利用実験
　残っていた震災からの復旧作業，ビームラインや実験
ハッチの移設作業，実験装置の設置作業等が夏の停止期
間中に行われました。例年同様，放射線安全の要である
シャッターの安全点検，インターロックの総合動作試験の
後，9 月 26 日より PF の運転が開始され，10 月 3 日から
は実験が再開されました。また PF-AR は 10 月 3 日から運
転が再開され，10 月 6 日から実験が再開されました。PF，
PF-AR とも 12 月 22 日まで連続運転の予定です。東京電
力の冬場の電力供給能力や最近の燃料費調整額（飛行機の
サーチャージに相当し，原料価格変動に対応する）の上昇
等予断を許さない状況にありますが，PF としては運転時
間の確保に努めています。運転に対する世論の支持を高め
るためにも，ユーザー各位におかれましても各方面での研
究成果のアピールにご協力をお願いします。
　また，共同利用の現状および緊急かつ重要（U 型）課題
について別稿に記しました。

他施設での PF ユーザー実験
　 被 災 後， 国 内 外 の 多 く の 施 設 か ら 暖 か い 支 援 を 頂
き，SPring-8（ 含 JAEA，NIMS， 阪 大 蛋 白 研 ）， 九 州 シ
ン ク ロ ト ロ ン，UVSOR，HiSOR， 立 命 館 大 SR セ ン タ
ー，NewSUBARU で 129 件の課題を実施しました。また
国外においても，NSRRC（台湾），SSRF（上海），APS，
ESRF，SSRL，MAX，ALS，AS（オーストラリア）で 22
件の課題を実施しています（一部秋以降）。PF としてはこ
れらの課題に対して可能な限り旅費，ビームラインサイエ
ンティストの派遣等の支援を行ってきました。これらのビ
ームタイムは各施設のご厚意により配分されたものですの
で，研究成果を発表する時には PF での課題番号のほか各
施設で指示された課題番号等を明示してください。

ビームラインの建設等
　PF2.5GeV リングについて 1997 年に高輝度化，2005 年
に直線部増強，その後トップアップ入射を行い，光源の性
能を向上してきました。また，PF-AR を整備することで，
エネルギーの高いＸ線を利用する研究を PF-AR へ移設し
てきました。この結果，PF リングの中長直線部 5 本は軟

Ｘ線利用，中直線部 2 本と短直線部 4 本はＸ線利用という
方針で挿入光源を利用するビームラインの整備を進めて来
ました。お陰様で，挿入光源を使うビームラインの多くで
は利用希望が増大してきています（詳細は別稿参照）。古
い挿入光源の更新等も残っていますが，この計画の中で，
最後に残った未利用の直線部が BL-15 です。一方，BL-15
には PF 建設時以来，3 本のブランチビームラインがあり，
偏向電磁石から出てくる放射光を利用した研究を行ってい
ます。この短直線部に真空封止型のアンジュレーターを設
置して，軟～硬 X 線域の研究を展開するために，既存ビ
ームラインの移設作業を開始しました。その第一弾が BL-
15A の小角散乱で，前号にも書かれているように，夏の停
止期間中に同様の光学系をとれる BL-6A への移設が行わ
れ，現在調整作業が進められています。
　BL-12A の閉鎖に伴ってフリーエリアが生まれてきたこ
とを活用して，BL-12C 実験ハッチの拡張と下流への移設
が行われました。また，BL-11，12，13 の中二階に上がる
階段を移設して，BL-11A の実験エリアを拡大しました。
BL-12C ハッチの移設は in-situ 実験をより安全に実施しや

図 1  BL-18B（インドビームライン）に設置された回折計。奥が
第一回折計，手前が第二回折計。

　放射光科学第一，第二研究系の現状 　放射光科学第二研究系主幹　野村　昌治



PF NEWS Vol. 29 No. 3 NOV, 2011 8 現　　状

すくするための準備です。
　BL-1A では光位置モニターが，BL-16A では可視光モニ
ター用のミラーが設置されました。
　BL-18B（インドビームライン）では被災した第一回折
計を復旧するとともに，液面回折実験や表面回折実験を行
うための第二回折計が導入されました（図 1）。今後，電
気炉，DAC，in-situ 試料調製を出来る小型超高真空槽等の
整備，調整作業が進められる予定です。また，秋からはイ
ンド国内で選定した実験が開始されました。今後，立ち上

げが進みましたら，状況を報告し，一般利用者への公開を
進める予定です。

報文・学位論文の登録
　PF では毎年，約 400 件の課題が採択され，600 報前後
の報文が登録されています。登録された論文についてビー
ムライン毎にとった統計を表１に示します。多くのビーム
ラインでは年間 10 報以上の論文が登録されていますが，
一部に登録の少ないビームラインも見受けられます。

PFステーション別報文登録数  2011/10/17

報文数 年平均

BL V/X 光源 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 04-10 0４-10

1 A macromolecular crystallography X SGU - - - - - - 1 1 1 1.0

2 A SX spectroscopy SX U 2 2 0 1 0 0 1 0 6 0.9

2 C SX spectroscopy GIM U 20 26 17 25 15 22 24 8 149 21.3

3 A materials structure science X SGU - - - - 15 10 5 10 30 10.0

3 B VUVSX spectroscopy 教育用BL GIM B 10 2 6 4 2 4 3 2 31 4.4

3 C X-ray optics development, magnetic Bragg X B 4 1 0 3 5 5 3 7 21 3.0

4 A trace element analysis, microprobe X B 11 10 12 8 12 16 18 5 87 12.4

4 B microcrystal, powder diffraction
(4B2:UG運
営ST)

X B 6 11 11 13 21 12 15 9 89 12.7

4 C diffraction and scattering X B 10 10 13 20 14 12 10 9 89 12.7

5 A macromolecular crystallography X MPW 13 35 54 70 83 61 89 31 405 57.9

6 C diffraction & scattering UG運営ST X B - - - 14 17 19 12 6 62 15.5

7 A SX XAFS, XMCD, XPS(RCS） 東京大理 GIM B 11 17 9 4 13 11 6 8 71 10.1

7 C XAFS, scattering X B 31 53 33 53 34 25 22 20 251 35.9

8 A powder diffraction <continued from BL-1A> X B 4 7 8 11 2 5 5 5 42 6.0

8 B powder diffraction <continued from BL-1B> X B 11 6 15 15 5 20 21 18 93 13.3

9 A XAFS X B 19 45 31 37 35 44 24 13 235 33.6

9 C XAFS, SAXS X B 17 14 16 28 17 21 27 17 140 20.0

10 A crystal structure analysis X B 6 4 4 7 3 2 4 3 30 4.3

10 C SAXS UG運営ST X B 19 25 15 36 23 19 9 9 146 20.9

11 A SX spectroscopy GIM B 12 16 12 9 8 13 2 4 72 10.3

11 B SEXAFS, SX spectroscopy SX B 10 6 5 11 7 8 11 2 58 8.3

11 D SX optical metrology GIM B 5 7 3 2 2 0 2 1 21 3.0

12 C XAFS X B 35 57 43 57 35 32 35 15 294 42.0

13 A SX spectroscopy for organic materials X U - - - - - - 9 2 9 9.0

14 A crystal structure analyses X VW 14 7 9 14 4 8 7 3 63 9.0

14 B high precision optics X VW 12 21 13 11 4 4 0 2 65 9.3

14 C phase contrast imaging X VW 18 8 12 15 25 8 14 3 100 14.3

15 A SAXS →　2011年夏にBL-6Aへ移設 UG運営ST X B 34 20 19 34 21 31 22 19 181 25.9

15 B topography, magnetic scat., surface diff. X B 6 6 6 6 2 3 4 2 33 4.7

15 C high resolution diffraction X B 15 9 12 5 10 12 5 3 68 9.7

16 A polarization varible SX spectroscopy X U - - - - - 8 4 9 12 6.0

17 A macromolecular crystallography X SGU - - 1 14 33 48 55 20 151 30.2

18 A ARPES (ISSP) 東大物性 GIM B 4 9 3 5 9 3 8 2 41 5.9

18 B Indian beamline インドDST X B - - - - - 1 1 0 2 1.0

18 C DAC UG運営ST X B 17 9 9 14 14 12 11 4 86 12.3

19 A spin-resolved PES (ISSP) 東大物性 GIM U 3 2 3 1 3 2 5 1 19 2.7

19 B spin-resolved PES, SX emission  (ISSP) 東大物性 GIM U 13 13 10 9 10 1 1 1 57 8.1

20 A VUV spectroscopy 教育用BL NIM B 3 4 6 3 2 5 5 1 28 4.0

20 B Australian beamline X B 48 44 39 24 25 25 9 1 214 30.6

27 A radiation biology, XPS SX B 8 8 9 9 12 11 10 6 67 9.6

27 B radiation biol., XAFS, diffraction, scattering X B 11 17 7 3 9 10 11 2 68 9.7

28 AB high resolution ARPES GIM EU - 7 4 10 11 12 8 6 52 8.7

NE1 A laser heating DAC X EMPW - - - - 2 0 5 4 7 2.3

NE3 A macromolecular crystallography X XU - - - - 1 3 17 15 21 7.0

NE5 C high pressure (MAX80) X B 5 7 2 11 13 5 10 3 53 7.6

NE7 A high pressure (MAX-III), imaging X B - - - - 1 1 4 2 6 2.0

NW2 A time-resolved experiments X U 8 3 10 14 9 11 8 35 63 9.0

NW10 A high energy XAFS X B - - 4 13 32 27 36 13 112 22.4

NW12 A macromolecular crystallography X U 49 51 72 93 87 89 84 37 525 75.0

NW14 A time-resolved experiments X U - 1 1 3 3 9 5 3 22 3.7

Photon Factory total 661 681 586 702 651 623 599 299 4503 643.3
cf SPring-8 total 569 619 577 597 524 160 利用者情報

2011/10/17
ビームラインの用途変更がなされたことを意味する。
建設・立ち上げフェーズまたは先代のビームラインであったことを意味する。

注：　統廃合の対象となったビームラインについては新しいビームラインの成果について記した。
注：　BL-8A、8BについてはBL-1A、1Bの移設であるため、それらの成果も含めて記した。

出版年別報文数

注：　複数のビームラインで登録されている報文があり、既に閉鎖されたビームラインもあるため、
　　　 最下行の数字は各ビームラインで登録された報文数の単純和にはなっていない。

表 1　PF ステーション別報文登録数（2011 年 10 月 17 日現在）
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　「配分されたビームタイム」が英語圏では “granted beam 
time”，“awarded beam time” という記述がされていること
を一年前に本誌で紹介しました。これらはビームタイムが
研究資金と同等の位置付けを持っていることの反映でしょ
う。放射光利用研究の成果を論文という形で社会の共有財
産とすることは，基礎科学を研究する者が投入された税金
に応える重要な方法です。これらの成果発表をする時に
PF を利用したことを明記頂くとともに，PF を利用した研
究成果として出版データベースに登録することも，施設の
発展のために極めて重要です。
　PF ユーザーの内約 1400 名が大学院生ですが，年間に登
録される学位論文数は 140 ～ 180 報程度に留まっていま
す（図 2）。特に今年は学位取得時期に震災があったため
か，登録数が下がっています。各位の出版された論文，指
導下の大学院生の学位論文が PF 出版データベース，学位
論文データベースに登録されているかご確認いただき，未
登録のものについては早急に登録をおねがいします。両
データベースとも PF のホームページ（http://pfwww.kek.jp/
indexj.html）からアクセス出来ます。未登録論文を減らし，
PF の実力を示すため，PF としても共同利用の成果として
の論文検索を行い，未登録と思われるものについては登録
依頼を送っています。しかし，研究成果把握のためとは言
え，100% の登録がなされていれば不要な作業，コストです。
放射光施設無くして放射光利用研究はできませんので，報
文の登録という簡単なことを通して放射光コミュニティの
発展にご協力ください。

共同利用の現状について

放射光科学第二研究系　野村　昌治

　大部分の方が応募される G 型課題は最長 2 年間有効で
あることもあり，PF-PAC では申請課題の学問的価値を中
心に評価し，実際に有効期間内にビームタイムを配分出
来るかどうかという点については余り考慮していません。
このためビームタイムの配分は各課題の評点に応じて行

われます [1]。従って，ご自分の課題が全体の評点分布の
どの辺に位置するかを理解しておくことも重要です。図 1
に 2011 年度に採択された課題の評点分布を記します。ビ
ームラインによって状況は変わりますが，全体としては約
50% の課題に 3.3 点以上の評点が付けられていることが分
かります。ビームタイムを配分される確率が高くない場合
はレフェリーが指摘した点を改善し，再申請をすることが
出来ます。
　現状の記事で記しましたように，挿入光源を使ったビー
ムラインを整備した結果，需要が増大し，表 1 に記すよう
にいくつかのビームラインでビームタイムの配分率が低く
なっています。特に BL-13A，16A，4C 等では季節により，
40% 程度以下になっています。これらのビームラインで
は S2 型課題が実施されていることも配分率の低さに拍車
を掛けていますが，表中の「S 型課題の割合」に示すように，
季節変動はあるものの，S 型課題が大半の時間を占めてい
るビームラインはありませんでした。世界の主要放射光施
設のビームタイム配分状況を見ると，50% という値は施
設全体の平均値として標準的な数値です [2]。例えば ALS
の今年 7 ～ 12 月期の平均配分率は 30.6% となっています。
これらのビームラインは世界水準になってきたとも言えま
す。配分率が低いと言うことは，換言すれば競争が激しい
ということで，これらのビームラインに対する需要の高さ
を示し，今後の国内での放射光施設の整備やビームライン
整備の一つの指標となります。変な遠慮をして見かけ上の
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図 1  2011 年度に採択された課題の評点分布。バーは各点の課
題数の割合，実践は高評点側からの積分割合。

表 1  混雑しているビームラインにおけるビームタイム配分率
と S2 型課題が占める割合。

混雑しているビームラインにおけるビームタイム配分状況

配分率
S型課
題の割
合

配分率
S型課
題の割
合

配分率
S型課
題の割
合

配分率
S型課
題の割
合

BL-2C 57% 26% 71% 30% 56% 31% 56% 35%
BL-3A 59% 56% 78% 44% 55% 50% 76% 41%
BL-4C 50% 56% 77% 40% 36% 66% 77% 41%
BL-13A 58% 56% 51% 49% 40% 41% 41% 28%
BL-16A 46% 47% 50% 44% 39% 42% 50% 43%
BL-28A/B 66% 46% 77% 37% 57% 24% 44% 51%
PF全体 89% 89% 73% 85%

表記の期間の配分率が継続的に80%以下のビームラインをリストアップした。
配分率＝配分出来たビームタイム/配分希望ビームタイム
S型課題の割合＝S型課題に配分したビームタイム/全配分時間
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図 2  最近の大学院生数と登録された博士論文，修士論文数の
推移。
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競争率が下がると，外からは閉じた社会と誤解されますの
で，遠慮せずに研究成果を上げるために必要なビームタイ
ムは要求してください。各ビームラインでのビームタイム
配分表をご覧頂くと，ここに記した以外にも時期により配
分率が低いラインもありますが，個別の事情は各ビームラ
イン（群）担当者にご照会ください。

[1] 野村昌治，Photon Factory News，28 (4) 13 (2011).
[2]  課題の有効期間が半年程度の施設では課題の採択率と

読み替える必要があります。

U 型課題について

放射光科学第二研究系　野村　昌治

　「現在の課題審査制度では緊急な要求に応えられない」
という声が聞かれますが，このような目的に対応するため，
PF では緊急かつ重要（U 型）課題制度を用意しています。
　通常の課題の評点の上位約 10% 以内の評価を得た場合
は既にビームタイムを配分された課題に優先して実施して
います。また，上位約 50% 以内であれば空きビームタイム
や留保ビームタイムで対応出来る範囲で実施しています。
　レフェリーの方々や共同利用係のご協力を頂き，U 型課
題の審査期間短縮に努め，この結果 2010 年度以降に申請
された U 型課題の平均審査日数（含申請日）は 8.5 日で
した。実験装置の状況等にも依存しますが，2 週間以内に
実験を行うことも可能です。このように，迅速な対応が可
能ですので，必要な場合は U 型課題を申請してください。
　U 型課題はこのように，他の課題に優先して実施する課
題ですので，有効期間は限られ，他のユーザーにその成果
を理解して頂くために PF シンポジウムでの報告を求めて
います。この制度を活用して，ホットな研究テーマについ
ていち早く優れた研究成果が出てくることを期待します。

　 PF リング 2 月のハイブリッド試験運転に
ついて

放射光科学第二研究系　岸本　俊二

　2012 年 2 月 3 日 9:00 から 9 日 9:00 の 6 日間について
PF リングでは「ハイブリッド試験運転」が予定されてい
ます。
　この運転は，マルチバンチ（MB）運転を希望するユー
ザーとシングルバンチ（SB）運転を希望するユーザーの
双方が共存して使用できる運転モードの確立を目指して実
施されるものです。
　 昨 年 の 2010 年 11 月 11 日 に リ ン グ ス タ デ ィ と し て
350 mA（MB:300 mA ＋ SB:50 mA，MB:312 ns，その 156 ns
後ろに SB）のハイブリッドモード運転を実施，良好な結

果を得たことをもとに，当初は今年度の 6 月にユーザーの
方にもできるかぎり参加していただいてスタディをもう一
度行い，その上で秋のランで数日以上の試験運転を実施す
る予定でした。残念ながら 3 月の震災によって，それらの
予定が延期となっていました。
　そこで，今年度 12 月までの期間にユーザーも参加する
形でのハイブリッド運転スタディをまず実施し（12/1（木）
を予定），その後「ハイブリッド試験運転」を 2 月に実施
する運転スケジュールが決定されました。
　12 月のスタディでは，MB 部分の蓄積電流をさらに増
加して 450 mA にできないか，シングルバンチの位置をど
こにするか，などが検討されます。2 月の試験運転は，そ
の結果を反映させて MB，SB 運転ユーザーが共存できる
条件で実施いたします。
　ユーザーのみなさまの理解と協力をお願いいたします。

　Ｘ線小角ビームライン BL-6A の共同利用
　実験開始について

放射光科学第一研究系  五十嵐教之
森　　丈晴
清水　伸隆

　これまで PF ニュースや PF シンポジウムで報告して
きましたように，Ｘ線小角散乱ビームライン BL-15A を
BL-6A に移転する作業を進めてきました。作業は順調に
進み，今秋予定通り共同利用実験を開始しました。
　BL-15A は，1982 年から利用を開始した，PF で最も古
いビームラインの一つですが，今日でも多くのユーザーを
抱え，活発に活動しているビームラインです。当初は筋肉
回折計による生体分子の時分割測定をターゲットとして建
設されましたが，ポイント集光のＸ線ビームと，カメラ及
び試料周りのアレンジのし易さから，現在では生体材料だ
けでなく，金属材料やソフトマターなど幅広い研究が展
開されています。しかし，BL-15 は，Ｘ線用の短周期アン
ジュレータを設置できる PF では最後のサイトであり，現
在挿入光源ビームラインとして再構築することが検討さ
れています。これに先立ち，BL-15A のアクティビティを
BL-6A に移転する作業を，小角散乱ユーザーグループと
相談しながら進めることになりました。ユーザーグループ
からは，同様のビームライン配置だけでなく実験スペース
も確保して欲しいとの要望があり，１階スペースだけでな
く，デッキを建設することにしました。また，活発なアク
ティビティを支えるため，実験ができない期間をなるべく
少なくして欲しいとの要望があり，実験ハッチやデッキ，
集光ミラーなどを先に建設しておき，夏のシャットダウン
中に残りのビームラインコンポーネントや実験装置などを
移設し，秋の運転開始時にビーム調整をしてすぐに実験開
始ができるように配慮しました。
　図１に BL-6A の概略を示します。BL-6A は，BL-15A
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と同様の光学配置となっており，湾曲型平板集光ミラー
で鉛直方向の集光と高エネルギー成分の除去を行った後，
Johann 型結晶分光器によりＸ線の単色化と水平方向の集
光を行う集光光学系を採用しています。ミラー母材は，旧
BL-6A で使用していた ULE（Ultra Low Expansion，超低
膨張ガラス）ミラーを，SPring-8 の全面的な協力により
オゾンアッシング処理を行い，表面をクリーニングして
から設置しました。簡単な反射率計測では 89.2% と，理
想値（95.7%）に近い性能がでていることが確認されま
した。分光器は BL-15A で利用していたものを移設し，
Ge(111) の非対称結晶（α=8.0 度）を用いて，波長 1.5 Å で
調整しました。集光ビームサイズは，ミラー前スリットが
17.5 mm(H) × 2.3 mm(V) の状態で，0.1 mm 開口のスリット
スキャンで測定したところ，0.63 mm(H)×0.25 mm(V) と
なり，ray trace による見積もり（0.43 mm(H)×0.11 mm(V)）
と比較して同等の結果となりました。今回は短時間での立
ち上げのため，ミラーや分光器の集光調整を完全には追い
込めていませんが，十分利用できる状態になっていると思
います。
　実験装置は，BL-15A の小角散乱実験用カメラを移設し，
新しく開発した検出器ステージを設置しました（図 2）。
これにより，ユーザーは検出器の切り替えを容易に行うこ
とが可能です。また，BL-10C で開発したスリットや試料
ステージの制御ソフトを導入し，試料位置視認用高倍率望
遠 CCD カメラと併せて簡便にコリメーションや試料位置
決めが可能となっています。検出器ステージについても

GUI ソフトを開発中で，統合環境で全ての操作ができるよ
う今後も開発を進める予定です（開発状況は BL-6A のウ
ェブページで紹介します）。
　その他，今夏シャットダウン中の作業として，BL-6 フ
ロントエンド部及びインターロックシステムが改修され，
より安全に，より安定したビームライン利用が可能となり
ました。現在 BL-6A には DSS が設置されていませんが，
スペースは確保してあるので，今後機会を見て設置し，光
学素子の安定化及びディスターブ時に BL-6C に影響を与
えないようにする予定です。
　建設作業は今夏のシャットダウン中に予定通り完了し，
9 月 20 日にビームライン検査，9 月 22 日に総合動作試験，
9 月 29 日と 10 月 6 日にそれぞれミラー無し，有りでの光
導入試験に成功し，その後ビーム調整を開始しました。そ
の後，10 月 15 日，17 日の 2 日に分けてユーザーへの説明
会を実施し（参加者 44 名，図 3），10 月 19 日から共同利
用を予定通り開始することができました。ただし，まだ全
ての装置や機器が設置された訳ではありません。今後ユー
ザーグループと議論しながら，より利用し易い実験環境を
目指して整備を進めていく予定です。
　ビームライン建設にあたっては，PF の光源系（加速器
7 系），放射光科学系スタッフの全面的な協力を頂きまし
た。また，作業においては三菱電機システムサービス及び
日本アクシスのスタッフのご尽力を頂きました。ミラーの
クリーニングでは SPring-8 の大橋治彦氏のグループに大
変お世話になりました。この場を借りて深く感謝します。

図 2　実験ハッチ内の様子。手前に見えるのが検出器ステージ。
図 3  ユーザー説明会。奥で説明しているのは BL-6A 運用 WG

代表の奥田浩司氏（京大）。

図 1　BL-6A 概略図
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　この 3 ケ月間の最も重要な事項は ERL2011［将来加速
器 国 際 委 員 会（ICFA：International Committee for Future 
Accelerators）のワークショップ］の KEK での開催でした。
10 月 16 日から 21 日にかけて，KEK の小林ホールを中心
会場とし，KEK と日本原子力研究開発機構（JAEA）の共
催により行われました。このワークショップは 2005 年か
ら 2 年ごとに行なって来ており，今回が 4 回目のものです。
参加者は 140 名，また小林ホールの前では企業展示を行い，
企業からの参加も 19 社頂き，盛大に行われました。（全体
写真をご覧ください）。
　このワークショップでは，ERL 実現に向けて，技術面
での意見交換や議論を主軸に進められ，その ERL によっ
て可能となるサイエンスについても，高エネルギー物理学
や物質科学まで広く議論されました。しかし最も重要な点
は，「ERL ワークショップ」という命名であるように，会
議ではなく個別の技術要素のワーキンググループに分かれ
て，それぞれの現時点での開発の到達点と今後の開発の方
向性を十分に議論し，まとめることです。今回のワークシ
ョップでは，電子銃，ビームダイナミクス，超伝導加速空
洞，ビームコントロール，ビーム損失の 5 分野に分かれた
ワーキンググループで４日間にわたって議論が行われまし
た。非常に熱のこもった議論と和気藹々とした研究者間の
交流が随所で見られました。
　すべての講演スライドはERL2011のホームページ（http://
erl2011.kek.jp/）上の Scientific program から ERL2011 Indico 

（左）  Opening で挨拶をす
る鈴木機構長

（下）  メイン会場（小林ホ
ール）の風景

page にアクセスしていただければ，自由に閲覧，ダウン
ロード可能ですので，関心のある方は是非訪ねて下さい。
　最終日には，各ワーキンググループからの議論のまとめ
の報告を頂き，無事に Closing に到達し，このワークショ
ップの主催者に代々引き継がれる由緒あるワークショッ
プ・ベルを，次回 ERL2013 開催予定のロシア BINP（Budker 
Institute of Nuclear Physics） G. Kulipanov 教授に手渡し，ワ
ークショップの幕を閉じました。
　また，もう一つの重要な評価の場である PF-SAC が 10
月 6-7 日に行われました。詳しくは 13 ページを参照下さ
い。ERL に関しては，3 月以前に公表していた 5 GeV-ERL
から 3 GeV-ERL への変更，及び LC 推進室との協力関係
の構築，3 GeV-ERL の建設開始時期を 2015 年に前倒しす
る計画への変更と，多くの新しい事象が発生していますが，
それらの方向性に関して評価及びコメントを頂きました。
既に SAC の Ingolf Lindau 委員長の Executive Summary が
WEB 上に公開されていますが，ERL に関するコメント（著
者訳）は以下の通りで，非常に前向きのコメントをいただ
きました。

１）  SAC は KEK が ERL を設計，建設，運転していこう
としていることを強く支持する。

２）  SAC は cERL の多くの進展と 3 GeV-ERL の CDR 作成
の進展に感銘を受けた。

３）  SAC は ERL チームが ERL のサイエンスケースに関し
て，国際，国内の研究会を企画立案，参加しているこ
とを歓迎する。

４）  2012 年度に cERL の運転を開始し，2015 年に 3 GeV-
ERL の建設を開始することを強く支持する。

５）  SAC は，5 GeV から 3 GeV-ERL に変更したことを，
建設費の低減，運転コストの低減，建設の加速，そし
てサイエンスケースにさほど大きな影響を与えないこ
とから，完全に支持する。

６）  SAC は，3 GeV-ERL は日本において VUV- 軟Ｘ線領
域のおいて極めて高い輝度の光源となり，この分野で
世界的な拠点となることを指摘する。

７）  一方で，3 GeV-ERL にすることによって生じる，高エ
ネルギーＸ線領域研究への影響を軽減するために，先
端的な挿入光源（超伝導アンジュレーターや低温冷却
真空封止型アンジュレーター等）の設計も含めて行う
ことをコメントする。

８）  3 GeV-ERL においての XFEL-O に関しても，挿入光
源において超伝導・短周期アンジュレーターの利用に
も結びつく。

　今後の予定として，12 月 6-7 日の物構研シンポジウム
でも，「量子ビーム科学の展望－ ERL サイエンスと強相

　ERL 計画推進室報告 　ERL 計画推進室長　河田　洋
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関電子構造物性－」と銘打ち，6 日は ERL サイエンスに
特化したセッションを組んでおります。特に外部から阿
部 竜先生 （北大触媒センター），Lin X. Chen 博士 （Argonne 
National Laboratory）， そ し て Sol Gruner 博 士（Cornell 
University）に ERL への期待のご講演を頂く予定ですの
で，多くの皆様の参加を期待しております。さらに，1
月 6-9 日に予定されている日本放射光学会の企画講演で，

「3 GeV-ERL/XFEL-O 計画の現状と ERL サイエンスの展開」
が認められ，以下のプログラムで講演をする予定で進めて
います。

【3GeV-ERL/XFEL-O 計画の現状】
・  「3 GeV-ERL/XFEL-O計画の概要と現状」（KEK 河田　洋，

20 分）
・  「ERL 加速器技術開発の進展と全体計画」（KEK 小林幸

則，20 分）
【ERL サイエンスの展開】
・  「新光源による高速軟Ｘ線分光の研究展開」（東大 松田

巌，25 分）
・  「軟Ｘ線イメージングと ERL への期待」（KEK 小野寛太，

25 分）休憩（10 分）
・  「1 分子計測学の行方と新光源の利用」（東大 佐々木裕次，

25 分）
・  「タンパク質時計に秘められた秩序ある遅いダイナミク

ス～ 源振の分子科学的解明と将来光源への期待 ～」（名
古屋大 秋山修志，25 分）

・  「XFELO で期待されるＸ線非弾性散乱の新展開」（JAEA 
石井賢司，25 分）

・  まとめ（河田　洋，5 分）

　一方，ERL の開発研究も急ピッチで進めておりますが，
10 月 2 日に電線焼損事故が発生しました。（http://www.
kek.jp/ja/NewsRoom/Release/20111003120000/） 同 日， 午 後
2 時過ぎに，PF-AR 南実験棟で立ち上げ作業（高電圧印加
試験）を行なっていた高輝度電子源用の 600 kV 高圧電源
の高圧ケーブルから放電により出火していることを，立ち
上げ作業を行っていた担当者が発見しました。消火器での
初期消火に成功し，ケーブルの被覆 50 cm 程度の焼損にど
めることが出来たのは不幸中の幸いでした。出火の原因の
詳細は事故報告書に委ねますが，高圧ケーブルが不用意に
グランドレベルの本体シャーシに結束されていたことによ
って放電が生じ，またケーブル自身の被覆も難燃性の材
料ではなかったことが発火までに至った理由と考えてい
ます。現在，KEK の有識者，製造会社の技術者を含めて，
このようなことが二度と生じないように検査体制を整えて
改造作業を進めて万全の体制で再立ち上げの準備を開始し
ています。

ワークショップの主催者に代々引き継がれる由緒あるワークシ
ョップ・ベルが，次回 ERL2013 開催予定のロシア BINP（Budker 
Institute of Nuclear Physics） G. Kulipanov 教授に手渡された。

ERL2011　
グループフォト
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ERL チームが ERL のサイエンスケースに関して，国際，
国内の研究会を企画立案，参加していることをサポートす
る。2012 年度に cERL の運転を開始し，2015 年に 3GeV-
ERL の建設を開始することを強く支持する。5 GeV から
3 GeV-ERL への変更により，建設費の低減，運転コストの
低減，建設の加速が期待され，目指すサイエンスケースに
大きな影響を与えないことから，この変更を支持する。ま
たこのエネルギー変更により，国内の軟Ｘ線ユーザーに新
たなサイエンス展開の機会を与える。一方，硬Ｘ線利用研
究への影響を軽減するために，XFEL-O で期待される超伝
導・短周期アンジュレーターの開発にも繋がる先端的な挿
入光源の R&D が必要となる。

質問 7：最近の人事について
◆（PF-SAC）若手を登用する最近の人事は，研究分野戦
略の点でも評価できる。有期雇用に Soft money を用いる
戦略は有効で，優秀なパーマネントスタッフを維持する意
味でも必要である。国内に限らず，環太平洋地域での人事
交流は放射光科学発展にとって重要である。

質問 8：Science topics セッションおよび PF スタッフと
SAC メンバーとの Informal talks について
◆（PF-SAC）3 件の Scientific topics セッションの発表は
PF で行われた世界最先端の研究例である。PF スタッフと
SAC メンバーとの Informal talks は重要で意義深いもので
あるので，今後の PF-SAC でも継続することを望む。

8 件の質問への回答以外に，PF-SAC から以下のようなコ
メントがありました。
○  BL-16 の 2 本の ID をベースにした高速可変偏光スイッ

チングのプロジェクトは順調に進められ，安定なビー
ムと高品質の偏光制御が実現されている。さらなる飛
躍による S/N の改善を図ることを期待する。

○  新 BL-15A 計画は最先端のものであり，早急に予算化
されることを望む。

○  次回の PF-SAC では，PF，KEK および国内の Photon 
Science 施設のロードマップの提示を求める。

PF-SAC の委員と PF スタッフ

　第 6 回放射光科学諮問委員会の
　Executive Summary and Closing Remarks

 放射光科学第一研究系　伊藤　健二

　2011 年 10 月 6 日，7 日に第 6 回の放射光科学諮問委
員会（PF-SAC）が開催され，新委員長の Ingolf Lindau ス
タンフォード大学教授から Executive Summary and Closing 
Remarks（ESCR）が送られてきましたので，その要約を
お知らせします。なお，これまでの PF-SAC および分科会
のプログラム，使用されたプレゼン資料，委員会からの報
告については，http://pfwww.kek.jp/publications/review_isac.
html からご覧いただけます。

　委員会からの ESCR は，事前に PF から PF-SAC へお渡
しした質問状に答えていただく形式になっています。

質問１：東日本大震災での PF における復旧・復興過程，
および他の SR 施設における PF ユーザー実験の実施調整
について
◆（PF-SAC）危機的な状況下でたいへん迅速に施設の復
旧作業が行われた。復旧作業中に他 SR 施設で多くの PF
実験課題の実施されたことにより PF ユーザーへの震災の
影響が軽減された。復興予算獲得を強く支持する。

質問 2：PF 運転と KEKB アップグレードの関係について
◆（PF-SAC）双方で精緻な調整を行い，PF-AR の利用実
験への影響を最小限にとどめるべきである。

質問 3：第 2 期 PF-BL 改編統廃合計画について
◆（PF-SAC）数年前に始まった BL 更新は，ERL 運転開
始まで PF が国際競争力を維持するために必要である。BL
改編・統廃合は予想より迅速に進められているが，あまり
にも多くの BL があり，1 本以上の BL をサポートするス
タッフも見られる。このような状況を軽減する方策として
は，BL の統合計画を進めることが考えられる。

質問 4：構造物性分科会および物質化学分科会の諮問につ
いて
◆（PF-SAC）二つの分科会の現状把握および諮問をサポ
ートする。また，PF からの回答も適切である。

質問 5：PF 懇談会からより独立性が高い全員会員制の PF 
User Association への移行について
◆（PF-SAC）このようなおおきな変革を全面的にサポー
トする。

質問 6：ERL 計画推進状況，5 GeV から 3 GeV へのエネル
ギー変更について
◆（PF-SAC）KEK の ERL 計画を強く支持する。cERL 建
設および 3 GeV-ERL の CDR 作成の進展に感銘を受けた。


